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っています。

~トレセンの水際防疲 ~

b喧5ります。

第2回 『馬診』のお仕事。

『馬診』の平常業務

前回ご紹介した調教監視から調教監視当番が戻っ

てくると、午前9時からは日常診療の時間となります。

競走馬診療所の平常業務の涜れを簡単に紹介しま

すと、 以下のようになります。 

日の仕事が始まります。 馬場開場時閣の遅い冬の季

節には、 まだ調教が行われている時間帯での朝干しと

なりますが、 この朝礼には重要な意味合いがありま

す。 事務的な連絡はもちろんですが、 継続して治療

を施している病馬についての報告、 今日-Rの診療

や予定されている手術や検査についての確認が行わ

れます。 特に休日明けとなる水曜日には、 月曜・火

曜の休日当番者から、 診療に関する引継ぎ事項が報

告されます。

朝礼が終了すると、 入厩検疫が始まる10時までは、

継続して診療している競走馬のもとへ担当獣医職員

が治療へ向かう往診タイムとなります。 このl 時間

の聞にトレセン構内の各厩舎を廻り、 必要な治療を

施すと一息つく間もなく、「入厩検疫」へと向かいます。

もなっています。 新しく入厩してくる馬の頭数があ

まり変わらないのに、 入厩検疫頭数がこれだけ増え

るということは、 競馬出走後の入れ替えがどれほど

多くなっているのかを如実に物語っています。

競走馬診療所の午前中は、 入厩検疫に5-6名の

獣医職員が行っている間も、 通常の診療業務や骨折

した競走馬の手術などが残りのスタッフで行われて
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10: 00Å12: 00 入厩検疫・一般診療・手術など 
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13: 00Å17: 00 一般診療・手術・検査など 

まず朝一番は所員全員が揃つての「朝礼」から一

競走馬診療所の午後は、 厩舎が午後作業を始める

3時前後からが忙しくなりますが、 それまでに競馬

で骨折した競走馬の手術などが行われます。 昨年、

栗東トレセン競走馬診療所が行った手術は154件。

その内訳は競馬や調教で骨折した競走馬の手術が

119件、 開腹手術が!o件、 去勢手術が5件、 その他

の手術カǅ20件でした。 本店痛に伴う開腹手術は待っ

たなしで行わなければならない緊急手術ですので、

朝早い時間帯や、時には深夜の時間帯にも行われます。

こうして午後5時には競走馬診療所の一日が終了

しますが、 仕事の終了時には朝と同じく競走馬診療

所員が全員揃つての「終礼」が行われます。 一日を

通じて報告をしておかなければならない病気の馬や、

当日行われた手術の報告が行われ、 日中は側々に忙

しく動いている競走馬診療所スタッフが同じ情報を

共有できるようにしています。

入厩横痩 24時間 365日 ~もの冒わぬ厩走馬のために~

入厩検疫というのは、 栗東トレセンに入厩してく

る競走馬が必ず受けなければならない検査のことを

指します。 入厩検疫では、 トレセンに入厩しようと

する競走馬全頭に対して、 個別に，馬体照合が行われ、

入厩しようとしている馬に間違いないかどうか、 ま

た、 馬インフルエンザなど所定のワクチン接種が済

んでいるかどうかが確認され、 馬間違いはもちろん

のこと、 ワクチン接種に不備のあるものもトレセン

構内には入ることはできません。 さらに入厩検疫で

は体温測定や、 健康状態のチェックが獣医職員によ

って行われ、 異常が確認された場合には検疫厩舎か

就業時間は午後5時に終了ですが、 手術後の競走

馬や長期にわたる治療が必要な競走馬が入院棟で治

療そ待っています。 また、 一日に何度も治療をしな

ければならない競走馬には、 厩舎の夜間いの時間帯

である午後8時頃に合わせて治療を行っています。

競走馬という生きものを扱う以上、 昼も夜もあり

ません。 急に病気となった競走馬に迅速に対応で‘き

るように、 急患当番を組んで24時間、 365日受け入

れられる体制を取っています。

「馬のための競走馬診療所」。 これが競走馬診療所

の第一のモットーです。 もの言わぬ馬たちのために、栗東トレー二ング・ セン安一

競走馬齢療所 所長。 らトレセン構内への入厩はストップされます。 ひと 少しでも病気を治してあげるととを目標に競走馬診
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ると、 競馬開催中止という事態にもなりかねません 次回は、 競馬開催日における『馬診』の業務につ

ので、入厩検疫では入念なチェックが行われています。 いて紹介したいと思います。

こうした毎日の作業がトレセンの水際防疫の要とな

最近の傾向として、 競馬に出走した競走馬は「短

期放牧Jということで、 栗東トレセン近隣の育成牧

場や休養牧場に短期間のリフレッシュのために放牧

に出されることが多くなりました。 卜レセンの厩舎

は常に競馬への臨戦態勢にあるため、 近隣牧場へ放

牧に出されると競走馬もリラックスできるようです。

餓走馬診療所では、 内視鏡を使つての上部気道の検査や、 工コ

ー検査による屈盤炎の検査などが日常的に行われています。 写

真は、 長さが3mもある特注の気管支鏡(胃力メラを畏くしたも

のを想像してください)を用いて、 モニターに映し出された画像

*癌痛: rせんつうJと読みます。 放牧に出て行く競走馬が多くなるということは、
いわゆる馬の腹痛のととを意

味しますが、 馬では腸管が30 替わりに入厩してくる競走馬も多くなります。 !o年
m近くあり、 腹痛を起こしゃす 前には年間5，000頭(新入厩馬1.801頭)ほと、であっ
いとされています。 栗東トレセ

ンでは年間5∞件ほどの発症 た入厩検疫頭数は、 今や一年間に10，000頭(新入厩

馬2，039頭)を越えるほどになり、 10年前の2倍に で肺炎の馬の検査をしています。

次回は8月15日発行号


